
引き落としデータの作成と消込処理 

1. 引き落としのデータ作成(1) 

 引落データ作成及び消込の見出しをクリックします。 

 計算実行は何度実行しても構いませんので、引落データの作成前に実行しておいてくだ

さい。 

 
 次に、銀行引落データ作成のボタンを押してください。 

 

この画面で設定する事項は、金融機関から指示されるものを設定してください。 

 

 

  



2. 引き落としのデータ作成(2) 

 

請求金額の範囲です。 

何れかを選んでください。 

 

 

取扱金融機関は複数設定できます。 

複数ある場合は、左右の矢印キーを押し

て切り替えてください。 

 

全銀協書式のデータを出力する場所と

ファイル名を設定します。 

データフォルダーはあらかじめ作成し

ておいてください。 

 

引落日を左図のように設定してくださ

い。4 月 25 日の例です。 

 

 

左記の各項目は金融機関との契約内容

に基づいて設定してください。 

 

 

取扱金融機関が一つの場合は“指定しな

い”で実行します。 

複数ある場合は、職員の引落銀行を選択

することが出来ます。 

 



 

 

金額計算のボタンを押すと、件数と金額

が表示されますので、確認してくださ

い。 

 

 

保存先のファイルを金融機関に渡す（送る）とこのデータに基づいて保育料等が引き落と

されます。 

 

 

3. 自動入金消し込み処理 

金融機関から返されたデータで消し込み（入金処理）を行います。 

 次の入金消し込みのボタンを押してください。 

 

 次の画面になります。 

読込をするデータファイル名と、処理年月日を設定して実行してください。 

 

 

お取扱の金融機関が複数ある場合は

ここで選んでください。 



 

金融機関から返されたデータファイ

ルを読み込みます。 

読込をするデータファイルを選んで

ください。 

 

引落年月日を指定してください。 

 

金融機関の指示に従って選択してく

ださい。 

通常は“あり”の形式が多いと思いま

す。 

 

 以上の確認の後に“実行”ボタンを押してください。 

 

 

 

4. 消込後の一覧表 

この処理が終わると、台帳は次のようになります。 

 引落が出来ると、残高欄は空白になります。 

 引落が出来なかった場合は、残高が残ります。 

 

 

  



5. 引落が出来なかった場合 

 引落が出来なかった園児については、残高残っていますので、再度引落データを作成す

ることが、出来ます。 

 また、次月以降の引落データを作成するときに次のような選択をして実行すると、引落

が出来なかったデータも含めて引落依頼のデータ作成が出来ます。 

  

 あるいは、集金などによる回収を行ってください。 

その場合は、下記の方法で消込をすることが出来ます。 

 

【補足】 

 保育料管理ソフトでは、月単位で集計処理をしますので、７月の未納者は７月で再度請

求処理をするか、または８月の請求処理で、”当月までの未納者を含む”を選択すると、

４月～7 月までの未納者を含む請求処理が出来ます。 

 また、消込を行うと、それぞれの月の消込が自動的に出来ます。 

 

 

 

 

  



6. 手動による入金消し込み 

 通常は、自動で入金消し込みを行いますが、手作業による消しこみも出来ます。 

 

手動消し込みのボタンを押します。 

 
 

この画面で、園児番号を入力すると、入金消し込みまたは、消し込みの取り消しが出来ま

す。 

 
 

 処理年月日（入金日）を設定して、入金があった園児の園児番号を入力してください。 

 

 通常は以上の方法で、手入力による消込を行いますが、 

“一括入金処理”を実行して、指定日まで入金がなかった園児番号を入金取消入力して

消込をする方法もあります。 

 

  



7. 入金処理後の各種の帳票作成 

入金確認後の各種の帳票の出力です。 
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